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数理ファイナンス，比較原理 
 
１．研究計画の概要 
以下の粘性解に関する課題について研究す
る．（１）境界値問題の粘性解，（２）弱ＫＡ
Ｍ理論とハミルトン・ヤコビ方程式，（３）
最適制御，微分ゲームへの応用，質量移送の
問題と関連した最適化問題，（４）解の正則
性，比較原理（５）幾何の問題に現れる非線
形偏微分方程式への応用，（６）数理ファイ
ナンスへの応用 
２．研究の進捗状況 
これまでの研究により，以下のような研究成
果を挙げた．（１）ハミルトン・ヤコビ方程
式に対する境界値問題に対して，理想境界の
概念を導入して，一般領域でのディリクレ問
題の定式化と可解性の条件の精密化に成功
した．（２）弱 KAM理論に関連して，一意性
集合の比較，非定常ハミルトン・ヤコビ方程
式の解の時間無限大での漸近挙動の種々の
条件下での確定，その収束の速さ，オーブリ
集合上における解の定常性などについての
の成果を挙げた．弱 KAM理論を応用して，
陰的な障害物を持つハミルトン・ヤコビ方程
式系について粘性解の比較定理を確立した．
（３）確率最小作用の原理のゼロ雑音極限と
して現れる最適輸送問題の最小解や最大解
を用いて，ある種の最大従属確率変数列の列
の結合分布関数の最大値と最大解，及び，最
小値と最小解を求めた．（４）完全非線形２
階楕円型方程式の Lp 粘性解について，１階
微分に関して１次の増大度でその係数と非
斉次項が非有界の場合，さらに１階微分の項
の増大度が１次を超える場合も部分的に，弱
ハルナック不等式を確立し，さらに，ヘルダ

ー連続性評価，リュービル原理，非有界領域
での最大値原理を証明した．完全非線形楕円
型方程式に対する強比較原理の証明に成功
した．必ずしも一様放物型でない場合に，非
線形放物型方程式に対する強比較原理の成
立条件を考察した．関連して，球対称な係数
を持つ退化楕円型方程式に非球対称な粘性
解が存在する場合があることを証明した．
（５）平面上の有界領域内における渦巻き状
曲線の運動について, 等高線法の拡張に伴な
って運動の一意性の議論を被覆空間の方法
に適合させること, 及び初期関数の構成法を
考察した. （６）総資産価値が予め規定した
目標値を時間大域的に見て下回る確率を最
小化する問題を研究し，リスク鋭感的確率制
御問題でリスク回避的な場合の問題の双対
問題として捉えられるということを示す研
究を行った． 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している． 
（理由） 
各課題について，研究の相当程度の進展があ
り，更に，弱 KAM 理論とその応用，解の正則
性，数理ファイナンスへの貢献は期待以上の
ものである． 
４．今後の研究の推進方策 
最終年度には，研究の総仕上げに向けて更に
各課題の研究を充実させる．特に，弱 KAM
理論の関連は引き続き重点をおく．曲面の時
間発展に関連して微分積分方程式は重要な
課題と思われるので，今後力点を置きたい．  
５. 代表的な研究成果 
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